資料3
丸亀市健康増進計画・スポーツ振興ビジョン
にかかるアンケート調査　結果報告書
（概要版）


１　調査の概要
（１）調査の目的
市民一人ひとりが健康づくりについて考え、家庭や地域において共に支え合うことのできる「健康なまちづくり」に取り組み、スポーツを通じた健康づくり・福祉の増進や、活力に満ちた地域社会の実現を目指すため策定した「第２次丸亀市健康増進計画」、「第３次丸亀市スポーツ振興ビジョン」の評価・見直しを行い、新たな計画を策定する基礎資料として調査を実施しました。

（２）調査の対象と実施方法
●調査対象：丸亀市在住の20歳以上の方から5,000名を無作為抽出
●調査期間：令和７年10月11日（土）～令和７年10月27日（月）
●調査方法：郵送配布・回収
●配布・回収：
	配布数
	回収数
	回収率

	5,000票
	2,546票
	50.9％



（３）報告書のみかた
この調査の分析結果を読む際の留意点は以下のとおりです。
●調査結果の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。
●図表中の「ｎ」は、「Number of case」の略で、その設問に回答すべき対象者数を示しています。一部の人に回答を求めている設問などがあるため、ｎの値は設問によって異なります。
●百分率による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を100％として算出しています。本文及び図中の数字に関しては、全て小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表記します。このため、全ての割合の合計が100％にならないことがあります。また、複数回答の設問では、全ての割合の合計が100％を超えることがあります。
●図表中の「0.0」は四捨五入の結果又は回答者が皆無であることを表します。また、一部図表においては「0.0」の表記を省略しているものがあります。



２　アンケート結果からみえる健康増進に関する課題
（１）運動習慣の低迷と未実施層の増加（問46、問54）
運動を「ほとんどしていない」が42.3％にのぼっており、令和３年の調査時（41.6％）から微増している現状は、生活習慣病予防の観点から最優先の課題です。運動をしない理由は「仕事が忙しい（30.0％）」や「きっかけがない（24.9％）」が多く、現役世代への動機付けや、日常生活に運動を取り入れる健康メリットの普及など、市民一人ひとりのライフスタイルに寄り添い、実践を後押しするきめ細やかな支援が求められます。

	問46　この１年間で考えるとどれくらいの頻度で運動・スポーツをしていますか（〇は１つ）
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	問54　運動・スポーツをしていない理由はなんですか（〇は３つまで）
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（２）特定疾病（ＣＯＰＤ）の認知度低下（問17 ①）
ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）について「言葉を知らなかった」が57.6％にのぼります。
令和３年の調査時（53.9％）から認知度はやや低下傾向にあり、生活習慣病予防に関する情報がまだ十分に行き届いていない可能性があります。知識の普及は早期発見や予防行動のきっかけとなるため、今後はより幅広い層に情報が届くよう、既存の広報手法に加えて、関心をもってもらう柔軟な情報発信の検討が求められます。

	問17　以下の言葉について知っていましたか（○は１つ）


【①ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）】
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（３）肥満（ＢＭＩ25以上）の増加（問６、問19）
ＢＭＩ25以上の肥満に該当する割合が22.9％となり、令和３年の調査時（20.6％）から増加しています。食生活の問題点として「食べすぎてしまう（30.8％）」といった食行動の傾向や「食事のバランスが悪い（32.9％）」という自覚も浮き彫りとなり、将来的な生活習慣病の発症リスクを抑え、健康寿命を延伸させていくための積極的な働きかけが求められています。今後は、個人の意識作りへの支援に加え、社会全体で健康を支える環境作りをより一層推進する必要があります。

	問６　差し支えなければあなたの身長・体重をお書きください。(数字を記入)
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	問19　食生活の問題点はどのようなものですか（あてはまるものすべてに〇）
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（４）がん検診の未受診率の高さ（問12、問13、問14、問15）
胃がんや乳がん等の各がん検診は、令和３年の調査時より改善傾向にありますが、依然として約半数が未受診です。受診しない理由には「忙しくて受診する時間がない（20.9％）」や「健康であり必要性を感じない（20.8％）」といった回答が多く、受診しやすい環境づくりや、無症状時の検診の重要性を再認識してもらうための働きかけが必要です。早期発見・早期治療は健康維持に不可欠なため、今後はライフスタイルに合わせた健診の機会の提供や、受診への一歩を継続的に後押しする支援の充実が求められます。

	40歳以上の方にお聞きします。
問12　過去１年間に次のがん検診をどこで受けましたか（①～③それぞれ〇は１つ）


【①胃がん（胃エックス線検査又は内視鏡など）】
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【②大腸がん（便潜血検査など）】
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【③肺がん（胸部エックス線検査、喀たん検査など）】
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	40歳以上の男性の方にお聞きします。
問12　過去１年間に次のがん検診をどこで受けましたか（○は１つ）


【前立腺がん（血液検査など）】
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	女性の方にお聞きします。
問12　過去２年間に次のがん検診をどこで受けましたか（①、②それぞれ〇は１つ）


【①乳がん（マンモグラフィ検査など）　※40歳以上の女性】
[image: ]

【②子宮がん（頸部細胞診など）　※20歳以上の女性】
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	問11～問14で、１つでも「受けていない」を選んだ方にお聞きします。
問15　健康診断やがん検診を受けていない理由は何ですか（〇は３つまで）
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（５）ロコモティブシンドロームの認知度の停滞（問57、問55）
ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の「言葉を知らなかった」が63.6％を占めており、令和３年の調査時（63.6％）から横ばいのまま推移しています。高齢化が加速する中での認知の停滞は、将来的な寝たきり防止等の介護予防を推進する上で解消すべき課題であり、早期の対策強化が不可欠です。運動がもたらす効果への理解は８割と高いものの、具体的な症状名への関心が低いため、今後は運動と健康維持をリンクさせた実践的な啓発が求められます。

	問57　ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を知っていましたか（〇は１つ）
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	問55　運動・スポーツが身体や心にもたらす効果について知っていますか（○は１つ）
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（６）精神的ストレスの増加（問33、問34）
日常的にストレスを「ほぼ毎日感じる（20.5％）」と「時々感じる（56.7％）」を合わせた割合は77.2％に達し、令和３年の約67％から大幅に増加しています。一方で、イライラした際に「解消方法を持っている」と回答した人は17.4％に留まっており、多くの市民が対処法を見出せていない可能性があります。今後は自分にあった解消方法を見つけるための啓発や、気軽に相談できる窓口の周知など、心のセルフケアを支える体制の強化が求められます。

	問33　この1か月間にストレスを感じたことがありますか（〇は１つ）
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	問34　普段、イライラしていますか（〇は１つ）
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（７）市独自の健康施策の低認知（問41）
「毎月10日は健幸の日」の「言葉を知らなかった」人が67.8%と、令和３年の調査時（74.6％）から改善傾向にあるものの、さらなる認知度向上が課題です。市独自の取り組みをより広く浸透させるため、今後は市民の関心が高い「食事」や「睡眠」といった項目と連動させるなど、日常生活の中で自然に市の取り組みに触れ、親しみやすい広報活動への工夫が求められます。

	問41　丸亀市が行っている以下の取り組みを知っていましたか（〇は１つ）


【①「毎月10日は健幸の日」】
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（８）社会活動への不参加による孤立リスク（問40）
地域活動や組織に「参加していない」人が61.7％に達しています。令和３年の調査時（71.4％）からは約10ポイントの大きな改善が見られるものの、依然として市民の６割以上が社会的なつながりを持っていません。社会活動への参加は主観的健康感の高さと相関があるため、孤独・孤立を防ぐためにも、現役世代や無関心層が参加しやすいコミュニティの環境整備や、参加を促すきっかけ作りが必要です。

	問40　いずれかの社会活動（就労・就学、コミュニティ活動やボランティア活動など）に参加していますか（○は１つ）
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（９）睡眠による休養の質の不足（問32）
睡眠で疲れが「あまりとれていない（24.2％）」と「とれていない（4.3％）」を合わせた割合は28.5％にのぼります。令和３年の調査時の30.7％（あまりとれていない＋とれていない）と比較するとわずかに改善していますが、依然として市民の約３割が睡眠に課題を抱えています。睡眠不足はストレスや運動不足とも密接に関連しており、包括的な生活習慣の改善に向けたアドバイスや、質の高い休養を支える情報提供の在り方を検討していく必要があります。

	問32　普段の睡眠で疲れがとれていますか（○は１つ）
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（10）食生活の質とバランスの不足（問19、問21）
「食事のバランスが悪い」と自覚している人が32.9％存在します。
令和３年の調査時（40.3％）からは改善が見られますが、食生活の三本柱である「主食・主菜・副菜」を揃える習慣は、依然として向上の余地があります。特に肥満傾向にある層では食事バランスの意識が低い傾向にあり、栄養指導や具体的な献立提案など、実践に繋がる情報提供の継続が必要です。

	問19　食生活の問題点はどのようなものですか（あてはまるものすべてに〇）


[image: ]

	問21　食卓で、主食、主菜、副菜の３種類をそろえて食べるようにしていますか（○は１つ）
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